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予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・
予
算
討

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・
予
算
討
論論（（
要
旨
）
続

要
旨
）
続

市
民
の
く
ら
し
を
守
る

予
算
に
転
換
を

　

消
費
税
増
税
の
強
行
、
年
金

の
切
り
下
げ
、
円
安
に
よ
る
物

価
高
に
よ
り
、
市
民
の
暮
ら
し

は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

住
民
に
と
っ
て
一
番
身
近
な

市
政
が
市
民
の
暮
ら
し
を
ど
う

守
る
か
が
大
き
く
問
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、　

年
度
予
算
案

２７

は
市
民
の
声
・
市
民
の
願
い
を

聞
き
、
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り

添
う
も
の
と
は
言
え
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
を
大
き
く
変
え
る
さ
い
わ
い

保
育
園
民
営
化
計
画
に
対
し
、

説
明
責
任
を
求
め
る
３
４
２
８

筆
の
署
名
を
添
え
た
請
願
の
思
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財
政
規
律
と
し
て
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
し
、
市

有
地
の
売
却
を
含
ま
ず
、
財
政

調
整
基
金
を
経
常
経
費
に
投
入

せ
ず
に
約　

億
円
程
度
確
保
し

２４

た
点
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
。

　

し
か
し
、
懸
案
課
題
で
あ
り

多
く
の
議
論
を
重
ね
て
き
た
ご

み
対
策
課
庁
舎
建
て
替
え
や
大

道
幼
稚
園
跡
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
明
確
な
方
針
が
出
た
と
は

言
え
ず
、
市
側
の
答
弁
は
不
明

瞭
に
終
わ
っ
た
感
が
否
め
な
い
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
の
ご
み

対
策
課
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
の
リ
ー

ス
に
関
す
る
質
疑
で
は
、
答
弁

の
矛
盾
に
よ
り
審
査
を
長
時
間

滞
ら
せ
、
本
会
議
２
日
目
の
予

算
総
括
質
疑
で
の
答
弁
を
訂
正

す
る
に
至
っ
た
。
そ
も
そ
も
見

解
を
整
理
し
た
上
で
の
予
算
提

出
で
あ
っ
た
の
か
、
市
長
の
行

財
政
運
営
の
あ
り
方
や
責
任
の

自
覚
に
つ
い
て
疑
問
を
持
た
ざ

る
を
得
な
い
。

　

財
政
健
全
経
営
計
画
に
つ
い

て
は
、
行
財
政
改
革
の
ス
ピ
ー

山
積
す
る
課
題
解
決
へ

市
長
は
決
断
と
実
行
を

い
を
市
長
は
受
け
止
め
る
べ
き
。

　

ま
た
、
上
の
原
地
区
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
建
設
に
つ
い
て
は
、

周
辺
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て

い
な
い
。
丁
寧
な
対
応
を
す
る

と
述
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
度

説
明
会
を
開
催
す
べ
き
。

　

子
ど
も
た
ち
の
負
担
を
考
慮

し
、
市
独
自
の
小
・
中
学
校
学

力
調
査
の
実
施
と
結
果
公
表
を

見
直
し
、
東
中
学
校
体
育
館
は
、

校
舎
敷
地
内
へ
移
転
・
新
築
す

べ
き
。
財
政
健
全
経
営
検
討
会

議
の
開
催
は
す
で
に
検
討
会
議

の
答
申
は
示
さ
れ
て
お
り
、
１

回
の
開
催
で
十
分
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
陰
さ
い

わ
い
保
育
園
民
間
移
管
法
人
選

定
の
中
止
隠
上
の
原
地
区
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
建
設
の
中
止
韻

神
山
堂
阪
公
園
区
域
変
更
事
業

の
中
止
吋
小
・
中
学
校
学
力
調

査
の
中
止
右
財
政
健
全
経
営
検

討
会
議
を
４
回
開
催
か
ら
１
回

開
催
へ
と
変
更
宇
東
中
学
校
体

育
館
耐
震
補
強
工
事
を
中
止
し
、

教
育
振
興
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
取
り
止
め
る
。

　

陰
か
ら
宇
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
る
財
源
を
陰
認
可
外
保
育
施

設
保
護
者
助
成
金
の
実
施
隠
後

期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査
無

料
化
韻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

含
む
地
域
公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ

調
査
の
実
施
吋
木
造
住
宅
耐
震

改
修
助
成
の
実
施
右
家
具
転
倒

防
止
器
具
取
り
付
け
へ
の
助
成

の
実
施
宇
住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
の
実
施
烏
子
ど
も
議

会
の
開
催
羽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
補
助
金
の
増
額
迂
保
存
樹

木
補
助
金
の
増
額
雨
生
ご
み
減

量
化
処
理
機
器
購
入
費
助
成
の

増
額
卯
難
病
等
啓
発
事
業
補
助

金
の
増
額
に
振
り
向
け
、
残
額

を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
は
、　

％
の
方

９７

の
保
険
税
値
上
げ
が
回
避
さ
れ
、

低
所
得
の
方
へ
の
軽
減
が
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
案

は
、
一
般
会
計
繰
入
金
や
基
金

活
用
に
よ
り
保
険
料
値
上
げ
を

抑
制
す
べ
き
で
あ
り
反
対
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

案
は
、
２
年
前
に
改
正
さ
れ
た

減
免
制
度
を
元
に
戻
す
べ
き
と

意
見
を
付
し
て
賛
成
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
特
に
意

見
を
付
す
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

ド
ア
ッ
プ
と
前
倒
し
で
の
推
進

を
求
め
て
き
た
が
、
結
局
、
８

月
に
公
表
予
定
の
実
行
プ
ラ
ン

へ
向
け
て
整
理
す
る
と
い
う
答

弁
に
と
ど
ま
り
、
行
革
の
前
倒

し
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
る
。

　

上
の
原
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
や
さ
い
わ
い
保
育
園
の
法

人
選
定
に
係
る
事
業
に
つ
い
て

は
わ
が
市
に
お
け
る
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
市
民
説
明
や
必
要

な
調
査
等
に
つ
い
て
は
慎
重
か

つ
丁
寧
に
行
い
な
が
ら
、
計
画

的
な
実
施
に
向
け
て
、
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

本
格
的
な
少
子
・
高
齢
社
会

の
到
来
、
人
口
減
少
と
税
収
減

な
ど
に
対
し
、
そ
も
そ
も
財
政

状
況
が
厳
し
い
東
久
留
米
市
に

お
い
て
は
大
き
な
変
革
が
必
要

で
あ
る
。
改
革
の
推
進
は
痛
み

を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
市
長
に
重

圧
と
責
任
が
か
か
っ
て
い
る
。

未
来
へ
の
責
任
を
果
た
す
た
め
、

希
望
と
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
現
状
か
ら
中
・
長
期
に
至

る
緻
密
な
分
析
と
明
確
な
ビ
ジ

ョ
ン
や
計
画
の
提
示
、
そ
し
て

何
よ
り
決
断
力
と
実
行
力
が
求

め
ら
れ
る
。
市
民
や
議
会
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
市

政
運
営
に
向
か
う
市
長
の
姿
勢

の
再
考
を
求
め
、
一
般
会
計
予

算
案
に
賛
成
す
る
。　

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
・
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
案
に
は
特

に
意
見
を
付
す
こ
と
な
く
賛
成

す
る
。

  　

予
算
は
賛
成
す
る
が
、
並
木

市
長
の
こ
の
１
年
間
の
市
政
運

営
は
全
く
評
価
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

改
革
は
全
て
職
員
と
検
討
会

議
任
せ
。
市
長
自
ら
示
し
た
改

革
の
具
体
策
は
何
も
な
い
。
公

務
員
削
減
も
積
極
的
に
取
り
組

む
姿
勢
を
見
せ
ず
、　

年
度
以

２８

降
の
定
員
適
正
化
計
画
を
作
る

考
え
も
な
い
。

　

保
育
園
民
営
化
も
、
新
た
な

民
営
化
対
象
園
を
示
さ
な
い
ど

こ
ろ
か
、
い
つ
ま
で
に
そ
の
考

え
を
示
す
か
も
言
わ
な
い
。

　

今
回
の
予
算
特
別
委
員
会
で

も
、
市
長
の
答
弁
は
「
慎
重
」

と
い
う
言
葉
の
連
発
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
改
革
が
止
ま

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
トト

慎
重
市
長
へ
、

改
革
待
っ
た
な
し
！

市
議
会
民
主

市
議
会
民
主
党党

日
本
共
産

日
本
共
産
党党

っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と

私
は
強
い
危
機
感
を
持
つ
。　
２７

年
度
は
並
木
市
政
に
と
っ
て
重

要
な
１
年
。
今
後
も
改
革
路
線

を
進
む
の
か
、
そ
れ
と
も
仕
事

が
増
え
、
職
員
を
増
や
し
、
大

増
税
・
歳
出
増
加
路
線
を
進
む

の
か
、
こ
の
１
年
間
の
取
り
組

み
で
決
ま
る
。

　

並
木
市
長
が
本
気
で
改
革
を

す
る
気
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

自
分
の
言
葉
で
発
言
し
、
自
分

の
考
え
で
行
動
し
、
自
分
の
責

任
で
改
革
の
具
体
策
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

課
題
の
先
送
り
を
す
る
こ
と

な
く
、
他
人
の
せ
い
に
す
る
の

で
は
な
く
、
決
断
す
べ
き
時
は

決
断
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

そ
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
、
何
も

し
な
い
で
４
年
間
が
終
わ
っ
て

し
ま
う
。
の
ん
び
り
し
て
い
る

余
裕
は
な
い
。
改
革
は
ま
さ
に

待
っ
た
な
し
！

 　

予
算
は
市
長
の
顔
で
あ
る
。

し
か
し
い
ま
だ
顔
は
見
え
な
い
。

大
道
幼
稚
園
跡
の
活
用
策
に
つ

い
て
の
市
長
判
断
は
先
送
り
に

な
り
、
上
の
原
地
区
企
業
等
誘

導
に
つ
い
て
も
形
は
見
え
な
い
。

ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
に
疑
問
を

持
つ
市
民
が
い
て
も
不
思
議
は

な
い
。
今
市
長
が
と
る
べ
き
道

は
疑
問
、
不
安
を
持
つ
道
路
周

辺
の
市
民
に
対
し
て
丁
寧
に
接

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ご
み
対
策
課
庁
舎
の
立
て
替

え
の
今
後
に
つ
い
て
は　

年
度

２７

末
ま
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
と

答
弁
さ
れ
た
が
、
答
弁
の
重
み

を
改
め
て
自
覚
し
、
前
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

市
長
の
主
体
性
と

具
体
性
を
求
め
る

こ
れ
ま
で
の
レ
ー
ル
に
乗
っ
た

だ
け
の
状
態
で
あ
り
、
市
長
自

身
の
行
財
政
改
革
の
姿
か
た
ち

が
見
え
な
い
。
歳
出
削
減
は
市

民
生
活
に
直
結
す
る
。
市
民
へ

の
説
明
責
任
が
当
然
生
じ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
財
政
健
全
経
営

の
実
行
プ
ラ
ン
を
示
す
べ
き
。

　
　

年
度
は
市
の
長
期
総
合
計

２７
画
（
後
期
）
策
定
、
公
共
施
設

白
書
、
地
方
総
合
戦
略
づ
く
り

や
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改

革
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改

変
等
が
目
白
押
し
で
あ
る
。
自

治
体
の
企
画
力
、
地
域
力
、
財

政
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

計
画
行
政
の
進
展
を
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
任
せ
で
は
な
く
、
市

民
の
意
見
を
聞
き
、
議
会
の
意

見
も
聞
き
、
進
め
る
こ
と
を
求

め
、
一
般
会
計
予
算
案
、
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算
案
以
外
の

３
特
別
会
計
予
算
案
に
賛
成
す

る
。
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決
断
を
下
す
べ
き
時
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
か
ど
う

か
は
市
長
と
し
て
欠
か
せ
ぬ
資

質
で
あ
る
。
職
員
が
補
助
職
員

と
し
て
仕
事
を
進
め
る
た
め
に

は
、
最
高
責
任
者
で
あ
る
市
長

が
職
員
と
十
分
に
協
議
し
、
明

確
な
指
示
を
出
す
こ
と
、
そ
し

て
最
終
責
任
を
と
る
姿
勢
を
見

せ
て
職
員
と
の
間
に
信
頼
関
係

を
確
立
す
る
こ
と
が
外
せ
な
い
。

そ
の
上
で
し
っ
か
り
と
市
民
に

向
き
合
い
誠
意
を
も
っ
て
合
意

形
成
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
。

　

職
員
人
件
費
は
予
算
総
額
の

７
・
５
％
、
前
年
度
比
０
・
３

％
の
減
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上

の
職
員
人
件
費
と
職
員
数
削
減

に
よ
る
職
員
の
負
担
増
は
今
後

市
長
に
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
資
質
を
問
う

の
組
織
存
続
と
力
量
の
維
持
の

面
か
ら
再
考
す
べ
き
。

　

ま
た
、
共
通
番
号
制
度
実
施

と
国
勢
調
査
に
よ
る
国
民
の
一

元
管
理
に
反
対
す
る
。

　

大
道
幼
稚
園
跡
の
児
童
館
関

連
予
算
計
上
、
ご
み
対
策
課
庁

舎
の
今
後
の
方
向
性
の
決
定
、

自
治
基
本
条
例
の
制
定
、
公
文

書
管
理
に
向
け
た
専
門
職
の
配

置
、
上
の
原
地
区
へ
の
新
ア
ク

セ
ス
道
路
に
関
す
る
説
明
会
、

東
中
学
校
体
育
館
の
敷
地
内
へ

の
移
転
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
の
策
定
、
木
造
住
宅
の
耐
震

化
助
成
制
度
の
充
実
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
公
共
交
通
の

検
討
を
求
め
、
一
般
会
計
予
算

案
に
は
反
対
す
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
低
所

得
者
に
対
す
る
負
担
増
が
含
ま

れ
て
お
り
反
対
、
そ
の
他
３
特

別
会
計
予
算
案
に
は
、
特
に
意

見
を
付
す
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。
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社

民

社

民

党党

東
久
留
米
維
新
の

東
久
留
米
維
新
の
党党

予
算
編
成
過
程
の
公
開

な
く
し
て
行
革
な
し

　

財
政
面
か
ら
み
れ
ば
評
価
で

き
る
予
算
案
で
あ
る
。
し
か
し
、

わ
が
市
は
予
算
編
成
過
程
の
公

開
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
各
課

か
ら
の
予
算
要
望
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
査
定
が
行
わ
れ
て
、

予
算
案
が
上
程
さ
れ
た
の
か
。

編
成
過
程
を
透
明
化
す
る
こ
と

で
、
市
民
に
対
し
て
の
説
明
責

任
は
果
た
さ
れ
、
行
財
政
改
革

に
も
つ
な
が
る
。
来
年
度
の
予

算
編
成
で
は
編
成
過
程
の
公
開

を
求
め
る
。

　

主
要
施
策
で
あ
る
が
、
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
事
業
が

散
見
さ
れ
る
。
旧
大
道
幼
稚
園

の
利
活
用
に
関
す
る
予
算
や
ご

み
対
策
課
庁
舎
の
建
て
替
え
関

連
予
算
等
、
市
長
の
決
断
の
遅

れ
や
結
論
の
先
送
り
が
未
計
上

の
理
由
で
あ
る
と
断
言
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
市
長
に
就
任
し
て

１
年
経
つ
の
に
こ
れ
で
は
何
も

決
め
ら
れ
な
い
市
長
と
言
わ
れ

か
ね
な
い
。

　

改
革
を
進
め
る
た
め
に
は
、

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必

要
で
あ
る
。
市
長
に
そ
れ
が
あ

る
か
と
考
え
れ
ば
、
残
念
な
が

ら
、
最
近
は
疑
問
に
感
じ
る
こ

と
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
、
財
政
健
全
経
営
に
関

す
る
基
本
方
針
を
受
け
て
の
実

行
プ
ラ
ン
の
策
定
で
は
、
市
民

に
対
し
多
く
の
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

プ
ラ
ン
を
示
す
際
に
は
、
ま
ず

市
長
自
ら
身
を
切
る
決
断
を
求

め
、　

年
度
一
般
会
計
予
算
案

２７

に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
他
４
特
別
会
計
予
算
案

に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と
な

く
賛
成
す
る
。

 　

ご
み
対
策
課
現
庁
舎
の
使
用

は
職
員
の
安
全
面
か
ら
支
障
が

あ
る
と
し
た
市
長
の
判
断
は
理

解
す
る
が
、
新
築
か
改
築
か
、

今
後
の
計
画
を
示
さ
ず
予
算
化

し
た
こ
と
に
は
計
画
行
政
と
し

て
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
。

　

全
小
・
中
学
校
へ
の
図
書
館

司
書
配
置
は
評
価
す
る
が
、
配

置
日
数
に
異
議
が
あ
る
。
せ
め

て
、
週
２
日
の
配
置
を
確
保
す

べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
小
の
給
食
調
理
業
務
委

託
に
よ
り
生
じ
た
余
剰
調
理
員

を
直
営
校
へ
な
ぜ
配
置
し
な
い

の
か
。
調
理
員
が
足
り
な
い
と

の
声
が
あ
る
中
、
子
ど
も
の
食

の
安
全
よ
り
財
政
を
優
先
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

計
画
性
に
欠
け
る

一
般
会
計
予
算
に
反
対

親
子
給
食
の
子
校
で
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
の
課
題
も
あ
り
、

小
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
推

進
計
画
案
に
つ
い
て
は
再
考
を

求
め
る
。

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
充
実
に
向
け
て
、

介
護
予
防
機
能
強
化
推
進
員
の

体
制
強
化
を
図
る
べ
き
。

　

大
道
幼
稚
園
跡
の
児
童
館
整

備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
９
月
を

待
た
ず
に
明
ら
か
に
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
北
部
地
域
に
児
童

館
を
求
め
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
意
見
を
尊
重
し
、
検
討

を
始
め
る
べ
き
で
あ
り
、
一
般

会
計
予
算
案
に
は
反
対
す
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、
保
険
料
の
改
正
内
容
に

反
対
で
あ
り
、
事
業
計
画
の
記

載
内
容
の
矛
盾
点
を
指
摘
し
反

対
す
る
。
そ
の
他
３
特
別
会
計

予
算
案
に
は
特
に
意
見
を
付
す

こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

さ
わ
や
か
市
民
自
治
の

さ
わ
や
か
市
民
自
治
の
会会

予算額事業名

１０３０万５千円公共施設のあり方に関する
基本方針策定　

５１７万９千円市税等コンビニエンススト
ア収納代行業務委託

３００万円　　東久留米ブランド認定事業

６００１万２千円消防団第六分団詰所移転新
築

１２１１万円　　公共施設保全計画策定業務
委託

２４５０万円　　駅昇降施設（階段部分屋根・
天井）改修工事

２００万円　　出水川開渠調査・設計委託

２０４１万３千円自立相談支援事業

７９５万７千円地域福祉コーディネーター
配置事業

１０４万千円　子育て応援メール配信事業

７２万４千円さいわい保育園民間移管法
人選定

２２２０万円　　小・中学校非構造部材耐震
化状況調査委託

１億３５２０万円　　東中学校体育館耐震補強工
事

２８６５万６千円第二小学校給食調理業務委
託

２４万４千円いじめ問題対策連絡協議会・
対策委員会の設置

６６１万円　　放課後子供教室

４６１万千円　緑地保全計画策定

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員予算特別委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等でででででででででででででででででででででででででででででののののののののののののののののののののののののののののの質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応等での質疑応答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

１人当たりの予算の使い道（一般会計予算）

金　額事　項

３,１０１円市議会の運営のために

２２,４４２円庁舎の管理、電算管理、施策の策定など市の総
合的運営のために

４,０８５円市税を集めるために

１,５９９円戸籍、住民記録のために

８３１円選挙のために

３５,７９４円高齢者、心身障害者福祉、国民年金のために

６８,４０５円保育園、児童館の運営など子育て支援のために

３３,７１１円生活保護、災害扶助のために

１０,０７７円健康づくりや環境保全のために

１６,１１６円ごみ処理・リサイクルのために

８２円勤労者福祉のために

１,６５３円農林業・商工業のために

１８,５３１円市道・河川の整備のために

７,５８０円街路・公園の整備などまちづくりのために

１５,３４０円消防、防災対策のために

２２,８３１円子どもたちの教育のために

１,３２３円生涯学習の推進のために

２,８５１円図書館の運営のために

２,３３６円スポーツ振興のために

２２,８０９円市債の返済のために

４２,７８７円特別会計の財源補てんのために（繰出金）

２５８円その他の費用に

３３４,５４２円合計

（平成２７年４月１日現在の人口を基に算出）

東久留米市地域資源
マスコットキャラクター

質問 財政健全化の実行プラン策
定で、市民へ負担を求める内容が
出てくる場面も考えられるが、市
長自身の給与削減の考えはあるの
か。
市長　適切に判断していきたいと
考えている。

平成２７年度予算の主な新規事業

質問 認可外保育施設保護者助成が未実施であ
るが、実施した場合の予算はいくらか。
答弁　対象は１０７名、約６５９万円と見込まれる。

質問 生活困窮者自立支援法に基
づく東久留米市の体制づくりにつ
いて伺う。
答弁　相談員、支援員、就労支援
員、住宅確保支援員を置き、市の
直営で相談支援事業及び住宅確保
支援事業を行う予定である。

質問 放課後子ども教室はなぜ２学期
からのスタートなのか
答弁　１学期は運営委員会、協議会な
どを開いて、放課後子ども教室をどの
ように運営していくかというのを決め
るための時間とし、子どもの募集は２
学期から行う。

質問 東中学校体育館の改
修について、新築した場合
の予算、補助金について伺
う。
答弁　体育館耐震補強工事
予算は１億３５２０万円のうち、
国庫支出金が４０４１万円、都
支出金が７４６万２０００円、地
方債が６５４０万円、残りは教
育振興基金を充当する。
　新設した場合、２６年度の
試算では６億６７００万円、国
庫支出金が５２９９万７０００円、
地方債については４億６０５０
万円、一般財源を１億５３５０
万３０００円である。

質問 職員人件費の２６市との
比較は。
答弁　２６年度の各市の状況の
把握は行われていないが、過
去最下位であり、この状況が
続いていくと考えられる。

質問 財政健全経営検討会議のス
ケジュールは。
答弁　４月から８月の間に４回開
催予定である。第１回目は実行プ
ランの策定までのスケジュール等
を確認し、以降、行財政改革推進
本部での実行プランの方向性が出
た後に、検討会議で意見を伺う予
定である。

質問 防災行政無線内容の音
声自動応答システムの電話番
号の周知が弱いのではないか。
答弁　全戸に配布する予定の
防災マップ、ハサードマップ
に掲載し周知を図りたい。

質問 保育園の民営化につ
いて、次期対象園の決定は。
答弁　全園民営化の方針の
下、現在検討中である。

質問 予算編成過程の公表と公開を求めるが、市の見解は。
答弁　透明性の確保の点では必要と考えるが、現在、一件
査定方式を採用しており、日々変動する査定状況の公開は
現状では難しいと考える。

質問 大道幼稚園跡の児童館
について、市長の施政方針で
は「児童館を基本とする」と
いう文言となっている理由は。
市長　検討報告書には児童館
の一部を市民利用施設として
兼用する提案もあり、この考
えを踏まえた上で今後、最終
判断を行う。

質問 介護保険制度における生活支
援コーディネーターの配置方法と募
集のスケジュールは。
答弁　２７年度に介護予防機能強化推
進員を配置し、コーディネーターの
配置方法や人数等の検討を行う。募
集は２８年度の実施と考えている。

質問 ごみ対策課仮設庁舎の借り上
げについて、リース期間は２年との
ことだが、庁舎の建て替えのスケジ
ュールは。
市長　施設の老朽化による安全性を
確保するため、喫緊の課題としてこ
れまで検討してきたが、ＰＦＩ手法
等も含め、市としての基本方針の策
定、現用途地域に建てられる建築物
の確認などの課題があり、関係部署
との調整とさらなる精査が必要であ
る。　早急に結論を出すことができ
ない中で、安全性を考え、一時避難
として仮設事務所を２年間のリース
で建設し、２７年度末までにどのよう
に庁舎建て替えをすべきか決定する。


